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温室栽培の誘引ひも向け生分解性ポリマー 

n 工業用堆肥化可能（生分解性）な ecovio® T 2206 は、温室で果物や野菜を育て
る際の誘引ひもに最適な素材 

n 生分解性の ecovio®は、使用後の誘引ひもを有機リサイクルで処理可能に 

BASF (本社:ドイツ ルートヴィッヒスハーフェン)は、持続可能な食料生産のための製品

を拡充し、生分解性ポリマー「ecovio®」を、商業用温室で一年草の果物や野菜を栽培

するための黒い誘引ひもの製造にも使用できるようにしました。 

ecovio® T 2206は EN13432に基づき、工業用堆肥化可能（生分解性）であることが認

証されています。これにより、ひもを収穫後の植物の残渣（ざんさ）と共に収集し、地域の

規制に応じて工業用堆肥施設で生分解処理することが可能です。このような処理方法

により、有機廃棄物中に混入して残り続けるマイクロプラスチックを削減できることに加

えて、より多くの有機廃棄物を堆肥に変えて有効活用することができます。ecovio®は、

有機リサイクルを促進し、循環型経済を実現します。 

ecovio® T 2206で作られたひもは、ヨーロッパ、南アメリカ、アジア、カナダなどのさまざ

まな気候の温室で、トマトやキュウリなどのつる性植物を上方に成長させるのに役立ち

ます。テストでは、作物サイクルの終わりまでひもの優れた性能が確認されています。収

穫後、農家はひもを植物から切り離す労力をかけずに、簡単に収集して堆肥化すること

ができます。生分解性のひもは、農家だけでなく製造業者にも利益をもたらします。

 
この資料は BASF 本社（ドイツ）が 2024 年 4 月 26 日に発表した英語のプレスリリースを BASF ジャパンが日本

語に翻訳・編集したものです。 
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ecovio® T 2206は、標準的なポリプロピレン（PP）機械でひもを製造することができます。 

他にもある農業用途向け BASFの生分解性ポリマー 

BASF の持続可能な農業および食品生産向け生分解性ポリマーのポートフォリオには、

認証済みの土壌生分解性グレードの ecovio® M 2351（EN 17033準拠）も含まれます。

これは、農業や園芸で収量を増やし、収穫を早め、水と除草剤を節約するためのマルチ

フィルム用に特別に開発されています。ecovio® M 2351で作られたマルチフィルムは、

土壌中の自然に存在する微生物（バクテリアや菌類）によって完全に生物分解されます。

農家は収穫後に、ecovio® M 2351で作られたマルチフィルムを地面に漉き込むだけで

土に戻すことができます。これにより、時間と費用を節約し、従来の非生分解性ポリエチ

レン（PE）で作られたマルチフィルムを使用した場合に発生する農業土壌中の残留マイ

クロプラスチックを削減することができます。 

BASFの生分解性ポリマーは有機リサイクルを可能に 

BASFの生分解性ポリマーecovio®は、EN13432などの規格に基づき、堆肥化可能で

あることが認証されています。これは、BASFの PBAT ecoflex®と再生可能な原材料と

のブレンドによるコンパウンド品です。ecovio®の代表的な用途は、有機廃棄物袋、ラッ

プフィルム、果物や野菜の袋、農業用マルチフィルム、食品包装などです。食品の生産、

包装、保存期間、および食品廃棄物の収集における ecovio®の優れた点が、研究で明

らかにされています。これらの利点は、工業用堆肥、家庭用堆肥、農業用土壌での生分

解性が認証されていることに基づいています。食品廃棄物が削減され、より多くの堆肥

によって栄養分が土壌に還元され、農業土壌中の残留マイクロプラスチックの蓄積を回

避することが可能です。これにより、有機リサイクルを通じた循環型経済に貢献します。 

詳しい情報は、https://www.ecovio.basf.com/ と https://www.biopolymers.basf.com 
をご覧ください。 
 

※このプレスリリースの内容および解釈については英語のオリジナルが優先されます。 
 
■BASFのパフォーマンスマテリアルズ事業本部について 
BASF のパフォーマンスマテリアルズ事業本部は、プラスチックに求められる持続可能性への変革の最前
線にいます。BASF の製品は、トランスポーテーション、消費財、インダストリアルアプリケーション、建築・
建設という 4 つの主要産業分野にイノベーションをもたらすため、世界中のお客様と共同で開発をすすめ
ています。私たちの研究開発は、プラスチックに関するすべての工程（プラスチックジャーニー）である

MAKE（製造）、USE（使用）、RECYCLE（リサイクル）に焦点を当てています。製造段階では、製品の設
計から原材料の選択、製造工程に至るまで、プラスチックの製造方法を改善します。使用段階では、軽量

性、堅牢性、耐熱性といったプラスチックの強みを強化します。製品のライフサイクルの終段には、循環型

経済を実現するためにどのようにプラスチックジャーニーを終了させるかを検討する「リサイクル」段階が

https://www.ecovio.basf.com/
https://www.biopolymers.basf.com/
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あります。2023年、パフォーマンスマテリアルズ部門の世界売上高は 72億ユーロを達成しました。詳しい
情報は、https://www.performance-materials.basf.com をご覧ください。 
 
■BASFについて 
BASF（ビーエーエスエフ）は、ドイツ ルートヴィッヒスハーフェンに本社を置く総合化学会社です。持続可能
な将来のために化学でいい関係をつくることを企業目的とし、経済的な成功とともに環境保護と社会的責任

を追及しています。また、全世界で約 112,000 人の社員を有し、世界中のほぼすべての産業に関わるお客
様に貢献しています。ポートフォリオは、6 つの事業セグメント（ケミカル、マテリアル、インダストリアル・ソリ
ューション、サーフェステクノロジー、ニュートリション＆ケア、アグロソリューション）から成ります。2023 年の 
BASF の売上高は 689 億ユーロでした。BASF 株式はフランクフルト証券取引所（BAS）に上場しているほ
か、米国預託証券（BASFY）として取引されています。BASF の詳しい情報は、https://www.basf.com をご
覧ください。 

https://www.performance-materials.basf.com/
https://www.basf.com/global/en.html

